
資料６ 

令和６年２月５日 

 

 

小美玉市長 島 田 幸 三 様 

 

 

小美玉市新まちづくり構想等策定委員会 

委 員 長  馬 渡   剛 

 

 

答 申 書（案） 

 

 

令和５年５月２４日付け、本委員会に諮問された小美玉市新まちづくり構想

等の策定に関することについては、慎重に審議した結果、下記のとおりまとめ

ましたので答申します。 

 

記 

 
１．構想等の名称（別冊） 

 (1) 小美玉市新まちづくり構想～新たな交流を目指して～（案） 

 (2) 百里飛行場新交流拠点整備基本計画（案） 

 (3) 百里飛行場周辺財産活用基本計画（案） 

 

２．要望事項 

構想等の推進にあたっては、本委員会で交わされた様々な提案や意見を

十分に尊重するとともに、以下の点には特に留意すること。 

 

・小美玉市新まちづくり構想のロードマップに示されたとおり、計画的に各

エリアの整備を進めること。 

 

・各エリアの詳細設計の段階においても、可能な限り地元をはじめ市民の意

見を聴取する機会を設けること。 

 

 ・各エリアを整備するにあたっては、それぞれが抱える課題を整理し、有効

な補助事業の導入や施設規模を検証するなど、費用対効果を見据えたイニ

シャルコストの削減を図ること。 

 

 ・指定管理者制度やネーミングライツなど、民間活力の積極的な導入を図り、

ランニングコストの削減を図ること。 

以上 


